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Cefmenoxime (CMX, SCE-1365)を,18例 の腹膜炎症例に使用 した。全例経静脈の経路で投与し,

大部分は点滴であり,1日 使用量中大部分は1gか ら4gで あ ったが,最 高6gを 使用した症例

も含まれている。全使用量は最低6gか ら最高73gで あった。細菌の検索はドレーンからの排液

で行い,18例 中14例 に施行 した。判明した起炎菌はほとんどがグラム陰性桿菌ならびに嫌気性菌で

あった。細菌学的消失率は85%で あった。Cefmenoximeの 単独使用例は,18例 中13例で,残 り5

例は他の抗生剤との併用例が含まれているが,臨 床効果は著効5例(38%),有 効6例(46%),や

や有効2例(15%),無 効0例 で有効率は85%で あ った。副作用 は1例 に発疹がみられ中止した。

この症例は,当 日インドメサシンを服用 しており,Cefmenoximeと の 関連性は少ないものと考え

られる。また1例 にGOT, GPTの 上昇がみられたが本剤中止後正常に復した。

序 文

Cefmenoxime (CMX, SCE-1365)は,Cefotiam

(CTM)に 続 い て,武 田 薬 品 工 業(株)中 央 研 究 所 で

合 成 さ れ た 注 射 用 セ フ ァ ロス ポ リ ン剤(Fig.1)で

あ り1),グ ラ ム陽 性 菌,陰 性 菌,嫌 気 性 菌 に つ い てCTM

Fig. 1 Chemical structure of CMX

7ƒÀ-•k2-(2-Aminothiazol-4-yl)-(Z)-2-methoxyiminoac-

etamido•l-3-•k(1-methyl-1H-tetrazol-5-yl)thiomethyl•l

ceph-3-em-4-carboxylic acid hemihydrochloride

よ りさ らに 広 くか つ 強力 な抗菌 作用 を有 しており2),安

全性 に関 して も,従 来 の セ ファ ロスポ リン剤 に比 して遜

色 な い薬 剤 で あ る と考 え られて い る。

一方,近 年腹 膜 炎 の 起 炎 菌 の 多 く は,Escherichia

coli, Klebsiella pneumoniae, Enterobacter, Citrobacter,

Proteus属,Pseecdomonas aeruginosaな どの グラム陰

性桿 菌 で 占め られ て い る3)。 そ こ で わ れわれは,CMX

を腹 膜 炎 症 例 に対 して 投与 し,そ の有用 性を検討 したの

で,報 告 す る。

研 究 対 象 と方法

Table 1に 示 す よ う に,18例 の腹膜 炎症例 に対して投

与 し,そ の 原 疾 患 は 虫 垂 穿孔 によ るものが7例,大 腸

穿 孔 に よ る ものが7例,胃 穿孔 に よる ものが4例 であっ

た。 全 例 経 静脈 の 経 路 で投 与 し,大 部分は点滴であり,

1日 投 与 量 も大 部 分 は1gか ら4gで あ ったが最高6
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Table 2 Causative organism and bacteriological effect

gを 使 用 した症 例 も含 まれ て い る。投 与 日数 は1週 間 か

ら2週 間 投 与 が 大 部 分 で あ り,最 長投 与 日数 は21日 で あ

った 。全 使用 量 は,最 低6gか ら最 高73gで あ った 。

術 中 に 全例 洗 浄 と ドレナ ージ を行つ て お り 細 菌 の 検 索

は,こ の ドレナ ー ジか らの排 液 で行 った 。

臨 床 効果 は菌 の 消 長,解 熱,白 血 球 数,排 膿 状 態 の 消

長 な どを も とに判 定 した 。 な お,他 の抗 生 剤 を併 用 した

5例 は 効 果 判定 か ら除 外 した 。

成 績

総 合 臨 床 効 果 はTable1に 示 す よ う に効 果 判 定 の で

きた13例 中著 効5例(38%),有 効6例(43%),や や 有

効2例(15%),無 効0で 有 効 率85%で あ った 。

や や有 効 例 の2例 に つ い て の べ る と,症 例1,69歳 男

性,腸 穿 孔 に よ る腹 膜 炎 でSulbenicillin(SBPC)159

3日 使 用 した 時 点 で,K.Pneumoniae感 受 性 陰 性 が判 明

し,CMXに 変 更 した が,臨 床 的 に は 白血 球 減 少 が み ら

れ たが,菌 の 陰 性 化 が み られ ずDibekacin(DKB)に 変

更 した 。症 例4,9歳 男性,虫 垂 穿 孔 に よ る腹 膜 炎 で,

大 腸 菌が 起 炎 菌 で あ った が術 後5日 目に な お菌 の陰 性 化

が み られ な か った。 細 菌学 的検 索 は,18例 中14例 に施 行

した 。残 り4例 の う ち2例 は膿 汁 が 取 れ なか った た め検

索 不 能,1例 は培 養 陰 性,1例 は未 検 で あ った 。混 合 感

染 例3例 を 含 め 判 明 した起 炎 菌 の の べ数 は,E.coli 4

株,K.pneumeniae, Bacteroides fragilis Peptococcus各

2株,Staphylecoccus epidermidis, α-Streptococcus, St-

reptococcus faecalis, Proteus vulgaris, Serratia marce-

scens, P. aeruginosa, Pteptosreptococcus各1株 で あ っ

た 。 臨 床効 果 判 定 され た 症 例 の それ ぞれ の起 炎菌 の陰 性

化 率 はTable2の と お りで あ り,全 体 の 菌 の陰 性 化 率

は85%で あ った 。

副 作 用

副 作用 は1例 に発 疹 が み られ た 。本症例は直腸穿孔例

で,穿 孔部 縫 合 閉鎖 が 不可 能 であ ったため ドレーンから

排 液 が 多 く,CMX1日39を 長期 間使用す る結果とな

った。21日 目 に発疹 が み られ 中止 した。 しか しこの症例

は,当 日膀 胱 炎症 状 の ため イ ンドメ サ シンを服用 してお

り,CMXと の関 連 性 は少 ない もの と考える。症状は薬

剤 の 中止 によ り発 現 後5日 目 に消失 した。

臨 床 検 査値 の 異常 はTable3に 示 す ように,1例 に

み られ た 。本 症 例 は,作 業 中電 気 ノ コにひ きこまれ,腸

骨 切 断,上 行 結 腸損 傷,右 腎損 傷 例であ り,上 行結腸切

断 術(回 腸結 腸 吻 合)な らびに右 腎摘 出術をほ どこして

あ る。 本 剤 は,1日49を17日 間 使用 して おり,Gren-

tamicin(GM)な らびにDKBを 途 中で併用 している。

臨 床 検査 値 の 推 移 は,

GOT: 110(11/30)→160(12/3)→14(12/24)

GPT: 30(")→87 (")→16(")

と な って い る。11/30(投 与2日 目)のGOT高 値は,

腎 損 傷 の た め と思 わ れ るが,そ の後GPT値 も若稿 値

を示 す よ うに な って お り,本 剤 中止後正常 値に復 してい

る ことか ら,因 果 関 係 は否 定 で きない と考える。

考 察

CMXは,セ フ ァ ロスポ リン骨格 の7位 側鎖にAmi-

nothiazolyl-methoxyimino acetyl基 を有 し,従 来のセフ

ァ 。ス ポ リン剤に し,β-lactamaselC対 する安定性

が 浩 し くす ぐれ て い る とい われ てし)る。よ って抗菌ス

ペ ク トラ ムな らび に抗 菌 力で は,ブ ドウ球菌に対 しては
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Table 3 Changes of laboratory findings
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Cefazolin(CEZ)よ りやや劣るものの,そ の他のグラム

陽性菌,陰 性菌,さ らに嫌気性菌に対 しては従来のセフ

ァロスポリン剤では期待できなかった幅広いスペクトラ

ムならびに低いMIC値 を示 している。この特徴は,臨

床的検討結果にもよく反映されており,そ の結果は第28

回日本化学療法学会総会にて発表されている4)。 また副

作用ならびに臨床検査値の異常変動についても,同 総会

にて全国集計結果が発表されており,本 剤投与と因果関

係があると考えられた所見はそれぞれ1.8%,2.5%に み

られており,い ずれも投与中止例後正常に復 している。

われわれは,18例 の腹膜炎症例に対 して,CMXを 投

与 したが,こ の結果は腹膜炎に対する有効率が85%(全

国集計では90%),副 作用で因果関係ありと考えられる

ものは,臨 床検査値異常例1例 と,有 効性ならびに安全

性に関する成績ともに,全 国集計に類似 している結果が

得られている。

このように本剤の場合,そ の特徴は従来のセファロス

ポリン剤と同等の安全性を示しつつ,グ ラム陰性桿菌に

対する広い抗菌スペクトラムと強い抗菌力を持ち合わせ

ていることと考えれば,近 年ますますグラム陰性桿菌の

検出比率が高 くなってきている腹膜炎の治療に対 して,

大きな期待がもてると同時に,副 作用のためアミノ配糖

体の投与が制限されている症例に対しても充分検討する

価値があるものと考える。

ただ本剤は,ブ ドウ球菌に対する抗菌力はCephalotin

(CET),CEZ,CTMな どに比較 してやや劣っており,交

代菌として本菌が出現する可能性が示唆されている。実

際頻度は低いが,前 述の新薬シンポジウムでもそのよう

な報告があり,今 回われわれも1例 経験している。従っ

て,今 後の治験においても,ブ ドウ球菌ならびに本剤が

他菌種に比べてややMIC値 が劣っているP.aeruginosa

な どの交代菌の出現には充分考慮していかねばならない

と考える。

また安全性に関しては,上 述のように本剤による因果

関係が否定できない肝機能検査異常例が1例 報告されて

おり,こ れがセファロスポリン剤にほぼ共通して観察さ

れる現象であることを考慮すれば,今 後の使用に際し

て,他 のセファロスポリン剤と同様,留 意しておく必要

があると考える。
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Cefmenoxime (CMX, SCE-1365), a newly synthesized cephalosporins by Takeda Chemical Industries Ltd.,

Japan, was administered to 18 peritonitis cases, and its efficacy and safety was studied. The major part of
a route of administration was i.v. drip infusion and dose was 1 to 4 g daily. Isolation of the causative
organisms was made from the exudate of drain and clinical effectiveness was evaluated by the doctors in
consideration of the effect on causative organism, body temperature, white blood cells count, state of di-
scharge and etc. The majority of causative organisms were gram-negative rods and anaerobes, and bacte-
riological eradication rate was 85%.

Regarding clinical efficacy, 5 cases (38%)responcied to Cefmenoxime treatment excellently, 6 cases (46%)
effectively and 2 cases (15%) fairly, and no poorly responded cases were found. Five cases received other
antibiotics concomitantly were deleted from efficacy evalation.

As for side effects, drug eruption was noted in one case while the causality was doubtful according to
doctor's opinion. Regarding abnormal change of laboratory findings, elevation of GOT and GPT values was
noted in one case which returned to normal after the discontinuation of the administration.

Thus, cefmenoxime is considered to be the useful cephalosporins for the treatment of peritonitis from the
view point of safety and efficacy.


